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大切な財産を守るのは
自分自身

悪質な詐欺にだまされないで

COVER　ハゼ釣りに夢中！（涸沼環境学習会）
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電話に出る前のひと工夫 お金の話になったら一旦切る
◆在宅時にも留守番電話を ◆冷静になって考える

　不安なときは、着信があっても
まずは留守番電話で受けましょ
う。犯人は音声を残すことを嫌い
ます。また、悪質商法や、迷惑電
話の撃退にも有効です。

 犯人は「今日中でないと間に合わない」「今すぐ
手続きをしないと法的措置をとる」など、こちらに
考える隙を与えないよう焦らせてきます。電話でお
金の話になったときには、どれだけ急がされても一
旦電話を切りましょう。

これが詐欺の手口だ
犯人は言葉巧みにあなたをだまそうとしています。
ここでは実際に町内や県内で被害が発生した詐欺の手口を紹介します。

Case 1振り込め詐欺
還付金等詐欺

役場職員を名乗り
ATM での振り込みを促す

　役場職員を名乗る男性から「保険料を過去
５年遡って調べた結果、還付金が３万円発生
している。文書を送ったが期限が過ぎてしまっ
たので、電話をした。」との連絡があった。文
書は届いていないと答えると「ATM に行け
ば状況の確認ができるので、ATM に行き操
作してほしい。」と言われ、近所のATM に出
向き指示を受けながら操作をした。「処理が終
わり次第、また連絡をする。」と言われたが、
電話がなく不審に思い、役場に問い合わせた
ところ、詐欺と判明した。

対処法

◆役場では、ATM 操作を案内することは絶
対にありません。「携帯電話を持って ATM 
へ」と言われたら詐

　欺です。絶対に行か
　ないでください。
◆ATM では、自分が
操作して相手から自
分の口座に入金させ
ることはできませ
ん。

Case ２振り込め詐欺
架空請求詐欺

訪問販売で購入した商品の
未払いがあると通知が届いた

　公的機関のような名称のところから「以前、
訪問販売で購入した商品の料金未払いがある。
連絡を返さない場合、裁判所から口頭弁論呼
出し状到達後に出廷となる。身に覚えのない
場合にはご連絡ください。」と記載された通知
が届いた。身に覚えがないため、不安に思い、
消費生活センターに問い合わせたところ、詐
欺と判明した。

対処法

◆利用した覚えのない請求は、決して相手に
連絡せず、無視をしてください。安易に連
絡してしまうと、電話番号など新たな個人
情報を知られてしまいます。

◆身に覚えのない電子
メールに返信した
り、　不審な電話勧
誘には応じないよう
にしてください。

た
勧

3 2017.11　広報　いばらき

「私はだまされない。」
…いいえ、
他人事ではありません。

大切な財産を
　守るのは自分自身

【特集】悪質な詐欺にだまされないで【特特【特【特【特【特【特特特特集】集】集】集】集集集集集 悪質悪質悪質悪質悪質悪質悪質悪質悪 な詐な詐詐詐詐詐詐詐詐欺に欺に欺に欺欺欺欺欺欺 だまだまだまだま れれれれないないでで【 ささささ【特集】悪質な詐欺にだまされないで

人
の
不
安
に
つ
け
込
む
詐
欺

　

冷
静
に
考
え
れ
ば
不
審
な
点
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
後
を
絶
た
な
い
詐
欺
被
害
。
新

聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
も
詐
欺
に
関
す
る
知
識

は
あ
る
程
度
持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
し
か

し
、
公
的
機
関
や
弁
護
士
を
名
乗
る
人
物
か

ら
の
突
然
の
電
話
を
信
用
し
た
り
、
架
空
請

求
の
も
っ
と
も
ら
し
い
文
面
に
焦
っ
た
り
し

て
、
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

詐
欺
は
、
人
の
不
安
に
つ
け
込
み
、
他
人

の
財
産
を
奪
う
と
い
う
卑
劣
な
犯
罪
で
す
。

ま
ず
は
知
る
こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と

の
第
一
歩
。
手
口
が
多
様
化
す
る
中
で
被
害

に
あ
わ
な
い
よ
う
、
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
県
内
の
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」

に
よ
る
被
害
認
知
件
数
は
４
２
８
件
で
、
被

害
額
は
約
８
憶
円
。
被
害
者
は
約
７
割
が
65

歳
以
上
で
あ
り
、
性
別
構
成
は
、
女
性
が
約

７
割
を
占
め
て
い
る
状
況
。
結
果
か
ら
み
て

も
、
高
齢
者
が
犯
行
の
標
的
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
も
平
成
28
年
の
被
害
認
知

件
数
は
７
件
、
被
害
総
額
６
６
９
万
円
の
ニ

セ
電
話
詐
欺
が
発
生
し
て
お
り
、
身
近
な
と

こ
ろ
で
も
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

ニ
セ
電
話
詐
欺
の
被
害

　

被
害
が
多
い
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」
は
、
身

内
（
息
子
や
孫
）
や
大
手
企
業
の
社
員
、
警

察
官
や
裁
判
官
な
ど
の
公
的
機
関
の
職
員
に

な
り
す
ま
し
た
人
物
が
、
被
害
者
に
対
し
て

「
ニ
セ
電
話
」
を
か
け
る
な
ど
し
て
、
現
金
な

ど
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。

平成28年茨城県内
ニセ電話詐欺の被害状況

被害にあいやすいのは？
65 歳以上の女性

65 歳以上の高齢者
のうち、女性は約７割被害認知件数

428 件

65歳以上
300件
70.1％

65歳未満
128件
29.9％

引用：茨城県警察本部資料
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茨城町消費生活センター
　　　　田山 忠男　相談員

　町内の各小・中学校では、地域の農家の方の指導のもと、農作物を育て収穫する農
業体験を行っています。
　自らの手で食物を育て収穫する喜びを味わう、貴重な体験をした児童や生徒たちの
感想を紹介します。
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自ら自ら自ら自ら自ら自ら自ら自ら自ら自らの手の手の手の手の手の手の手の手の手の手の手手手手手手で食で食で食で食で食で食で食で食で食で食で食で食ででで 物を物を物を物を物を物を物を物を育て育て育て育て育て育て育育て育て育ててて収穫収穫収穫収穫収穫収穫収収 するするするするするするするするするするするするすすすす 喜び喜び喜びび喜び喜び喜び喜び喜び喜びびびびを味を味を味を味を味を味を味を味をををを わうわうわうわうわうわうわわうわうわうわうわうわう、、、、、、、、、貴、貴、貴、貴、貴、貴、貴貴貴貴重な重ななななな重な重な重な重な体体験体験体験体験体験体験体験体験体験体験をしをしをしをしをしししししししししをししをしをしをしたたたたた児た児た児た児た児た児た児童や童や童や童ややややや童や童や童やや生徒生徒生徒生徒生徒生徒生徒生徒生徒生徒生徒たちたちたちたちたちたたたちたちたちたちたちののののののののののの
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　町内の各小・中学校では、地域の農家の方の指導のもと、農作物を育て収穫する農
業体験を行っています。
　自らの手で食物を育て収穫する喜びを味わう、貴重な体験をした児童や生徒たちの
感想を紹介します。

さ
つ
ま
い
も
を
う
え
た
よ

長
岡
小
学
校　

二
年
一
組　

久
保
田　

誠
治

　

六
月
六
日
、
二
年
生
の
み
ん
な
で
、
さ

つ
ま
い
も
の
な
え
を
う
え
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
四
本
う
え
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
さ
い

し
ょ
は
、
な
え
が
ほ
う
れ
ん
そ
う
み
た
い

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

土
に
マ
ル
チ
を
か
ぶ
せ
て
か
ら
、
マ
ル

チ
が
と
ば
な
い
よ
う
に
は
し
っ
こ
に
土
を

か
ぶ
せ
ま
し
た
。
く
き
が
あ
ま
り
に
も
細

か
っ
た
の
で
、
お
れ
な
い
か
し
ん
ぱ
い
で

し
た
。
お
れ
な
い
よ
う
に
、
て
い
ね
い
に

な
え
を
う
え
ま
し
た
。

　

九
月
に
は
、
は
っ
ぱ
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
中
に
入
れ
な
い
ほ
ど
ふ
え
て
い
ま
し

た
。
は
た
け
は
、
つ
る
が
た
く
さ
ん
で
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
で
し
た
。

　

さ
つ
ま
い
も
を
し
ゅ
う
か
く
で
き
る
の

が
た
の
し
み
で
す
。
て
ん
ぷ
ら
に
し
て
た

べ
た
い
で
す
。

農
業
体
験
を
と
お
し
て

明
光
中
学
校　

一
年
一
組　

大
久
保　

来
琉

　

初
め
て
農
業
体
験
を
し
て

み
て
、
作
物
を
収
穫
す
る
ま

で
に
は
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が

あ
り
、
簡
単
に
栽
培
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

最
初
に
さ
つ
ま
い
も
を
植

え
た
と
き
、
土
の
深
さ
を
考

え
、
苗
が
折
れ
な
い
よ
う

に
、
て
い
ね
い
に
植
え
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
気
を
遣
い
ま

し
た
。
で
も
、
自
分
た
ち
の

手
で
、
苗
か
ら
育
て
る
経
験
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
楽
し
く
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

作
物
栽
培
は
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

草
取
り
に
行
っ
た
と
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
さ
つ
ま
い
も
よ

り
高
く
雑
草
が
伸
び
て
し
ま
っ
て
い
て
、
処
理
す
る
の
が
大

変
で
し
た
。
で
も
、
い
も
の
苗
も
つ
る
が
と
て
も
長
く
伸

び
、
う
れ
し
さ
も
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
周
り
の
大
人
の

人
た
ち
は
、
「
今
年
は
天
気
が
良
く
な
く
、
作
物
が
育
ち
に

く
い
。
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
心
配
で
す
。
登
下
校
す
る
際

も
、
他
の
畑
の
さ
つ
ま
い
も

が
気
に
な
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

自
分
で
実
際
に
体
験
す
る

と
、
今
ま
で
以
上
に
作
物
に

関
心
を
も
つ
自
分
に
気
が
付

き
ま
し
た
。

　

収
穫
で
き
る
日
を
楽
し
み

に
、
こ
れ
か
ら
も
世
話
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う

大
戸
小
学
校　

四
年
一
組　

雨
谷　

菜
央

　

わ
た
し
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
で
き
な
い
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
地
域
の
方
が
育
て
て
い
る
畑
で
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
し
ゅ
う
か
く
体
験
を
四

年
生
・
五
年
生
全
員
が
さ
せ
て
も
ら
っ
た

こ
と
で
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
し
ゅ
う
か

く
す
る
の
が
わ
た
し
は
初
め
て
で
し
た
。

三
月
の
終
わ
り
ご
ろ
に
種
を
ま
い
て
、
約

九
十
日
で
し
ゅ
う
か
く
で
き
る
そ
う
で

す
。
そ
れ
ま
で
に
も
畑
の
土
づ
く
り
を
し

た
り
、
天
気
や
気
温
を
気
に
し
た
り
す
る

農
家
の
方
の
苦
労
や
工
夫
が
分
か
っ
て
よ

か
っ
た
で
す
。
学
校
で
は
、
理
科
の
学
習

で
ゴ
ー
ヤ
を
育
て
て
い
る
の
で
、
こ
の
体

験
を
授
業
の
中
で
も
生
か
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
が
ん
ば
り
を
地
域
の
方
々
に
見
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

〔問合せ先〕学校教育課　☎ 029－240－7121（直通）
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　茨城県では９月を高齢者向け悪質商法・振り込め詐欺被害防止月間
とし、各啓発活動を実施しました。
　その一環として、町消費生活センターでは、９月 11 日（月）にカ
スミイオンタウン水戸南店前において、街頭キャンペーンを行いまし
た。キャンペーンでは、買い物に訪れた方々に啓発パンフレットなど
を配布し、困ったときには消費生活センターへの相談をするよう、呼
びかけました。

　消費生活に関する身近な相談窓口
を案内する共通の電話番号です。

　悪質商法による被害、事業者とのトラブル、製品やサービスに
よる事故など、消費生活における不安や苦情、被害の相談に応じ、
問題解決のための助言や情報提供、あっせんなどをします。

　９月 18 日（月 ) の敬老の日、下郷農村集落センターにおいて、
町集落支援員による「語り寸劇」が実施されました。
　寸劇では、「還付金等詐欺」や「オレオレ詐欺」をテーマに犯
罪の手口を実演。言葉巧みにだまそうとする怪しい電話がかかっ
てきたときには、一人で解決しようとせず、家族や消費生活セン
ターに相談をすることが早期解決につながることを紹介しました。
　町集落支援員は悪質商法を防ぐための啓発活動を行っています。
　ご希望の地区等は、町民協働課（☎ 029－291－8802）までご連
絡ください。

質商法被害「語り寸劇」で対策紹介悪

齢者向け悪質商法・ニセ電話詐欺被害
防止街頭キャンペーンを実施

高

詐欺を防ぐために

◆消費者ホットライン

◆茨城町消費生活センター
　☎０２９－２９１－１６９０ （直通）
　相談時間　午前９時～正午
　　　　　　午後１時～４時
　※土・日曜日、祝日を除く

☎188
消費者相談窓口
相談無料

「電話でお金の話」はすべて詐欺。
お金の話をされたら即決せず、すぐに相談を。

早
め
の
相
談
が

　

解
決
へ
の
近
道
に

　

最
近
の
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」
の
傾

向
と
し
て
、
架
空
請
求
詐
欺
や
還
付

金
等
詐
欺
な
ど
の
認
知
件
数
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
狙
わ

れ
や
す
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
親
族

を
持
つ
方
は
、
日
頃
か
ら
連
絡
を
取

り
合
う
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
悪
質
商
法
や
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
よ
り
、
納
得
で
き
な
い
契
約

や
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
た
場
合
に

は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
早
め
の
相
談

が
解
決
へ
の
近
道
で
す
。

茨城町消費生活センター
　　　　田山 忠男　相談員
茨城町消費生活センター
　　　　田山 忠男　相談員
茨城町消費生活センター
　　　　田山 忠男　相談員

4



2017.11　広報　いばらき

Town News　“まちのできごと”

　９月20日、小林宣夫町長は町内で今年度100
歳を迎える５人の自宅を訪問し、記念品などを
贈って長寿を祝いました。
１大月　みさん（小鶴）は、大事にしてくれる家
族に感謝の気持ちを忘れません。２渡　きよさん
（小鶴）の毎日の楽しみは新聞を読むこと。３飯
島しめさん（飯沼）の長寿の秘訣は、好き嫌いな
く食べること。４髙野はるさん（野曽）は手先が
器用。きれいな塗り絵を見せてくれました。５藤
枝みよさん（海老沢）は、身の回りのことは自分
でやる頑張り屋です。
※町内で今年度100歳を迎える方は10人です。

敬老の日（９月18日）を迎えて
100歳長寿を祝い訪問

Town News “ま

９月20日、小林
歳を迎える５人の
贈って長寿を祝い

敬老の
100歳

9/20
（水）

　町では、ラムサール条約登録湿地である涸沼の
豊かな自然に触れ合う体験型の学習会を開催して
います。
　今年度３回目の開催となった30日は「秋の植
物観察とハゼ釣り体験」をテーマに約50人が参
加しました。植物観察では、涸沼自然公園やその
周辺で、植物の特徴や名称の由来の説明を聞きな
がら、オオイヌノフグリやアイアシなどを観察。
涸沼湖岸でのハゼ釣りでは、子どもたちが「自分
で釣れた。」と嬉しそうに話していました。

子どもたちもハゼ釣りを体験
涸沼環境学習会

町では、ラムサ
豊かな自然に触れ

子ども
涸沼環

9/30
（土）

　水戸第一自動車学校で、茨城県警察本部等が主催
する歩行者・自転車セミナーが開催され、茨城町生
活改善クラブ連合会の会員20人が参加しました。
　セミナーでは、自動車走行中に死角から飛び出し
た自転車を回避する乗車体験や反射材の装着時の効
果体験などが行われました。
　参加者は「普段注意しながら運転しているが、注
意すべき事を改めて認識することができた。」と真
剣な面持ちで受講していました。

交通事故の危険を体験で学ぶ
歩行者・自転車セミナー

でやる頑張り屋で
※町内で今年度100

交通事
歩行者

9/25
（月）

　茨城町戦没者追悼式がやすらぎの丘慰霊塔前で開
催されました。
　追悼式には遺族の方や関係者など、約160人が参
列。黙とうと献花で戦没者に追悼の意を表し、平和
の誓いを新たにしました。
　茨城町遺族連合会会長の丸山昇一さんは「戦争の
悲惨さを、孫や子どもなど明日を生きる世代にも語
り継いでいきたい。」と追悼の言葉を述べました。

戦没者の冥福と平和を祈る
茨城町戦没者追悼式
戦没者
茨城町

9/22
（金）

１
２ ３

４ ５
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　心肺停止状態に陥った男性を救助した行動をたた
え、町は高萩市在住の會澤篤さんに、感謝状を贈呈
しました。
　會澤さんは４月25日、長岡の国道６号を同僚と
車で走行中に、心肺停止状態に陥った自転車の男性
を発見。すぐに車から降り、救急車が到着するまで
の約10分間、心臓マッサージを続けました。その後、
男性は救急隊員の自動体外式除細動器（AED）装
着により心拍が再開。會澤さんの適切な救助により、
一命を取り留めました。
　感謝状を授与された會澤さんは「このままでは男
性の命が危ないと思った。助かってくれて良かっ
た。」と安心した様子で話していました。

心肺停止状態の男性を救う
會澤さんに感謝状を贈呈
心肺停
會澤

9/5
（火）

　茨城町こだわり農業連絡協議会の茨城町「き
らり」米部会（清水正人部会長）は、生活協同
組合パルシステム茨城及び町の共催で、組合員
家族の皆さんと産地交流企画（全５回シリーズ）
の一つである稲刈り体験を常井の交流田で行い
ました。
　こだわり米「きらり」は、米部会が作るブラ
ンド米（茨城県特別栽培農産物及び高食味値）
で、米部会は田植えや稲刈りなどの農作業体験
や生き物観察などの自然体験を通して、きらり
米のイメージアップを図り、地産地消や販路及
び消費拡大を目指しています。

※産地交流企画への参加は、生活協同組合員限定で年
間通しての参加申込と参加料の負担があります。

コメも笑顔も大豊作！
町こだわり米「きらり」稲刈り体験

茨城町こだわり
らり」米部会（清

コメも
町こだ

9/16
（土）

　茨城町ぶどう生産研究会（森江要一郎会長）の会
員６人が小林宣夫町長を表敬訪問し、「巨峰」「藤稔」
「シャインマスカット」など、旬を迎えた採れたて
の町内産ぶどうをＰＲしました。
　また、この日は町総合福祉センターゆうゆう館で
品種検討会を開催。主要品種の「巨峰」をはじめ、
欧州品種の中でも人気を集める「シャインマスカッ
ト」など15品種のぶどうが持ち寄られ、ぶどうの
色や味について意見を交わしました。その後、来客
者向けに行われた試食会では「いろいろな品種があ
り、どれもおいしい。」と好評でした。
　同研究会は、町内のぶどう生産者９人で組織され、
品質の高いぶどうの生産に向けて栽培講習会や品種
検討会などに取り組んでいます。

実りの秋を迎えて
茨城町ぶどう生産研究会  ぶどうをPR
実りの
茨城町

9/1
（金）
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火
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用
心

火
の
用
心

こ
と
ば
を
形
に

こ
と
ば
を
形
に
習
慣
習
慣
に

火
の
用
心

こ
と
ば
を
形
に
習
慣
に

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７

日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
に
、
火
災
予
防
思
想
の
普

及
と
火
災
の
防
止
、
高
齢
者
等
を
中

心
と
す
る
火
災
に
よ
る
死
者
の
発

生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
火
の
用
心
に
心
が
け
、

火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

火
災
を
発
見
し
た
ら
、
一
秒
で
も
早

い
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

防
火
の
対
策
は
、
家
族
全
員
の
協

力
や
地
域
住
民
の
連
携
が
あ
っ
て

こ
そ
で
す
。

　

町
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
、
平

成
30
年
の
成
人
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

　

９
月
末
日
現
在
で
町
内
に
住
所
を
有

す
る
方
は
、
11
月
に
案
内
は
が
き
を
送
付

し
ま
す
。
な
お
、
町
外
に
住
所
を
有
す
る

方
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
直
接
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
日
　

時　

平
成
30
年
１
月
７
日（
日
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

▼
場　

所　

茨
城
町
立
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル

▼
受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
10
時
45
分

（
時
間
厳
守
）

実
行
委
員
に
つ
い
て

　

成
人
式
典
当
日
に
運
営
の
協
力
を
し

て
い
た
だ
く
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象　

平
成
30
年
成
人
式
典
該
当
者

（
生
年
月
日
が
平
成
９
年
４
月
２
日
〜

平
成
10
年
４
月
１
日
の
方
）

▼
内　

容　

受
付
、
誘
導
、
司
会
、
開
式

の
言
葉
、
謝
辞
（
明
光
中
出
身
の
方
）、

閉
式
の
こ
と
ば　

等

▼
人　

数　

明
光
中
学
校
、
桜
丘
中
学

校
、
梅
香
中
学
校
の
卒
業
生
各
５
人
程

度
▼
申
込
方
法　

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

題
名　

平
成
30
年
成
人
式
典
実
行
委

員
申
込

①
住
所　

②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）　

③

性
別　

④
電
話
番
号　

⑤
出
身
中
学

校　

⑥
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
あ
る
方
の

み
。Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
の
場
合
）
を
記
入

し
、
以
下
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９（
２
９
２
）
８
０
３
２

（
所
定
の
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
）

メ
ー
ル
：

syou-gakubun@
tow
n.ibaraki.lg.jp

送
信
後
に
確
認
の
お
電
話
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま

た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
）

※

利
用
者
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン　

携
帯
電
話

※

電
話
で
の
お
申
込
み
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。

※

生
涯
学
習
課
窓
口
で
の
お
申
込
み
の

場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
と
同
様
の
内
容

を
記
入
し
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

平
成
29
年
11
月
17
日

（
金
）
ま
で

▼
そ
の
他　

12
月
上
旬
に
、
実
行
委
員
会

を
開
催
し
ま
す
（
顔
合
せ
、
上
記
内
容

の
役
割
分
担
等
）。

【
問
合
せ
先
】

生
涯
学
習
課　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
２
（
直
通
）

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

【
問
合
せ
先
】
消
防
本
部

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
１
５
１
５

秋の全国火災予防運動秋の全国火災予防運動秋の全国火災予防運動

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

https://s-kantan.com/town-
ibaraki-ibaraki-u/offer/offerList_
detail.action?tempSeq=6122

成
人
式
典
の
お
知
ら
せ
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火
の
用
心

こ
と
ば
を
形
に
習
慣
に

秋の全国火災予防運動 ○
有
難
う
そ
の
一
言
が
嬉
し
く
て
猛
暑

に
耐
え
て
草
と
格
闘

大
場　

邦
男（
長　

岡
）

煙
早
朝
の
挽
き
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
飲
む

時
間
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

河
野　

久
子（
昭　

和
）

煙
長
雨
で
今
年
の
米
の
品
質
は
手
の
ひ

ら
に
乗
せ
精
米
を
鑑
る

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

惚
け
防
止
知
力
体
力
ア
ッ
プ
に
と
日

毎
励
み
ぬ
パ
ズ
ル
と
散
歩

浦
井　

正
子（
宮
ケ
崎
第
四
）

旧
友
の
文
添
え
く
れ
し
小
箱
に
は
秋

の
味
覚
の
香
に
あ
ふ
れ
け
り

皆
藤　

利
通（
下
土
師
）

咲
き
た
れ
ば
無
駄
花
な
し
と
茄
子
実

る
朝
の
畠
に
映
ゆ
る
紫

鶴
町
あ
い
子（
常　

井
）

我
が
実
家
の
分
ま
で
葡
萄
持
ち
て
く

る
友
の
苦
労
の
一
年
分
ぞ

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

も
う
急
か
ず
自
由
に
ゆ
る
り
歩
を
ゆ

る
め
看
取
り
を
終
え
て
友
の
一
年

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

朝
散
歩
露
の
霞
で
筑
波
は
見
え
ず
山

の
空
向
き
雲
を
眺
め
る

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

敏
捷
な
イ
タ
チ
駆
け
ぬ
く
軒
下
に
窓

に
張
り
つ
き
謡
う
蝉
影

田
口　

正
子（
南
川
又
）

（
評
）
小
堤
さ
ん―

家
庭
内
に
何
事
か
あ
っ
て
、
孫
が

涙
を
こ
ぼ
し
て
い
る
。
季
節
が
ら
か
、
こ
ぼ
れ
る
涙
は

ま
る
で
朝
露
の
よ
う
に
光
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
も
俳
句
と
い
う
作
品
は
生
ま
れ
る
。
清
水
さ

ん―

コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲
き
満
ち
て
い
る
。
季
節
が
ら

赤
満
開
で
あ
る
。
赤
い
と
ん
ぼ
が
、
赤
い
コ
ス
モ
ス
に

相
寄
っ
て
い
る
の
も
、
何
事
で
も
な
い
よ
う
だ
が
印
象

的
で
あ
る
。
片
岡
さ
ん―

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
ま
っ
赤
に
満

ち
て
い
る
。
庭
に
は
モ
グ
ラ
が
出
る
の
だ
ろ
う
が
、
今

の
と
こ
ろ
姿
を
見
せ
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
の

も
俳
句
の
お
も
し
ろ
さ
。
田
口（
正
）さ
ん―

「
秋
静
寂
」

と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
し
て
い
る
。

―

――

―

（
評
）
大
場
さ
ん草
取
り
は
「
夏
の
季
語
」
と
も

言
わ
れ
る
程
の
大
仕
事
。
ぐ
ん
ぐ
ん
と
伸
び
続
け
る

の
を
、
「
有
難
う
」
と
言
わ
れ
た
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、

猛
暑
に
も
負
け
ず
草
取
り
に
励
む
様
子
が
伝
わ

る
。
河
野
さ
ん
い
つ
も
の
よ
う
に
︑
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ

る
穏
や
か
な
朝
に
突
如
流
れ
た
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
。
緊

迫
し
た
空
気
に
包
ま
れ
た
の
は
、
み
な
同
じ
で
あ

ろ
う
。
片
岡
さ
ん
米
の
稔
る
夏
の
時
季
、
晴
れ
の

日
が
少
な
く
品
質
は
ど
う
か
気
に
な
っ
て
精
米
を

手
の
ひ
ら
に
の
せ
て
み
て
い
る
。
良
い
米
が
恵
ま

れ
る
よ
う
な
願
い
が
通
じ
取
れ
る
。

○
朝
露
の
よ
う
に
こ
ぼ
れ
る
孫
の
涙

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

煙
コ
ス
モ
ス
に
羽
根
を
休
め
る
赤
蜻
蛉

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

煙
我
が
庭
園
に
モ
グ
ラ
避
け
に
と
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

庭
に
な
き
花
買
い
足
し
て
墓
参
り

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

宝
石
の
ご
と
き
光
の
葡
萄
か
な

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

恥
ず
か
し
と
俯
く
紅
の
檀
の
実

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

友
逝
き
て
遺
徳
を
偲
ぶ
秋
静
寂

田
口　

正
子（
南
川
又
）

コ
ス
モ
ス
の
色
鮮
や
か
に
乱
れ
咲
く

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

せ
ま
る
秋
杜
の
都
の
奥
座
敷

海
老
澤
昭
廣（
小　

鶴
）

黄
昏
の
川
風
涼
し
下
り
簗

皆
藤　

利
通（
下
土
師
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所
氏
名

明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
：
〒
３
１
１－

３
１
９
２
茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

《

》

《

》

健康増進課（保健センタ
ー）11月予定

日 曜日

６

８

９

10

14

17

20

28

月

水

木

金

火

金

月

火

健康診査（下雨ケ谷ふるさと

コミュニティセンター）

健康相談
８－９か月児育児相談

5歳児健診
健康診査（13日、16日、18日、

22日、27日も開催、ゆうゆう館）

大腸がん検体回収（16日、

21日、27日、29日）

1歳6か月児健診

総合健康診査（申込者、ゆう

ゆう館）
健康診査（桜の郷コミュニティ

センター）
3歳児健診

  9:30～11:30

13:00～14:00

  9:00～11:30

10:00～10:15

13:00～13:30

  9:00～11:00

13:00～14:30

8:30～10:00

13:00～13:30

7:30～11:00

  9:30～11:30

13:00～14:00

13:00～13:30

事　業　名 受付時間 　

胃
が
ん
に
よ
る
日
本
人
の
死
亡
数
（
部
位

別
が
ん
死
亡
数
）
は
、
年
間
約
４
万
６
千
人

と
な
っ
て
お
り
、
男
性
が
肺
が
ん
に
次
い
で

第
２
位
、
女
性
は
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
に
次

い
で
第
３
位
を
占
め
ま
す
。
胃
が
ん
に
か
か

る
方
は
大
腸
が
ん
に
次
い
で
第
２
位
と
多
い

状
況
で
す
が
、
近
年
は
医
療
技
術
の
進
歩
に

よ
り
、
早
期
発
見
で
き
れ
ば
良
好
な
経
過
が

期
待
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
胃
が
ん

は
自
覚
症
状
が
出
る
こ
と
が
少
な
い
た
め
、

ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

検
診
の
方
法
と
し
て
胃
部
Ｘ
線
検
査
と
胃

内
視
鏡
検
査
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
胃
部
Ｘ
線
検
査

　

バ
リ
ウ
ム
（
造
影
剤
）
と
発
泡
剤
（
胃
を

膨
ら
ま
せ
る
薬
）
を
飲
ん
で
、
体
を
回
転
さ

せ
な
が
ら
Ｘ
線
で
胃
の
内
部
の
粘
膜
な
ど
を

調
べ
る
検
査
で
す
。こ
の
検
査
で
は
胃
が
ん
、

胃
潰
瘍
、
ポ
リ
ー
プ
な
ど
の
疾
患
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

胃
内
視
鏡
検
査

内
視
鏡（
小
型
カ
メ
ラ
の
つ
い
た
細
い
管
）

を
口
や
鼻
か
ら
入
れ
て
、
食
道
、
胃
、
十
二

指
腸
の
内
部
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
病
気
が

見
つ
か
っ
た
時
の
病
床
診
断
や
精
密
検
査
と

し
て
利
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
町
で
行
っ
て
い
る
検
診
に
つ
い
て

〈
集
団
検
診
〉
胃
部
Ｘ
線
検
査

対　
　
　

象　

40
歳
以
上
の
男
女

受
診
頻
度　

１
年
に
１
回

　

自
己
負
担
金　

８
０
０
円
（
ク
ー
ポ
ン
対

象
の
方
は
無
料
。
対
象
の
方
に
は
６
月

　
　

に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。）

受
診
方
法　

ゆ
う
ゆ
う
館
で
決
め
ら
れ

た
日
程
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
事
前
に
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
９
月
15
日
号
、
11
月
15
日
号
の
広

報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
医
療
機
関
検
診
〉
胃
内
視
鏡
検
査
又
は
胃

部
Ｘ
線
検
査
の
ど
ち
ら
か
選
べ
ま
す
。

　

対　
　
　

象　

50
歳
以
上
の
年
度
内
奇
数

年
齢
の
男
女

受
診
頻
度　

２
年
に
１
回

自
己
負
担
金　
50
歳
以
上　

４
，
０
０
０
円

70
歳
以
上　

２
，
０
０
０
円

受
診
方
法　

協
力
医
療
機
関
で
受

け
ら
れ
ま
す
。
胃
が
ん
検
診
と
同

時
に
胃
の
健
康
度
を
調
べ
る
こ
と

が
で
き
る
リ
ス
ク
検
査
（
ピ
ロ
リ

菌
検
査
＋
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
抗
体
検

査
）
も
受
け
ら
れ
ま
す
。（
要
申
込
）

※

胃
の
調
子
が
お
か
し
い
と
思
わ

れ
る
方
や
胃
痛
や
胸
焼
け
、
吐

き
気
、
黒
い
便
が
出
る
等
の
自

覚
症
状
の
あ
る
方
は
、
検
診
を

待
た
ず
に
、
す
ぐ
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
増
進
課　

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
３
４

（
直
通
）

受
け
て
い
ま
す
か
？
胃
が
ん
検
診

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

こ

ま
ゆ
み

し
じ
ま

に　
わ

み

せ
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火
の
用
心

こ
と
ば
を
形
に
習
慣
に

秋の全国火災予防運動
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　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、情報伝達訓
練（試験放送）を行います。この訓練は、全国瞬時警報システ
ム（Jアラート）（※）を用いた訓練で、町内の防災行政無線
屋外スピーカー及び防災ラジオから、試験放送が流れます。
▶訓練実施日時　11月14日（火）午前11時頃
▶訓練で行う試験放送の内容
　町内の防災行政無線から、一斉に次のように放送され
ます。

（※）Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急
情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えする
システムです。
【問合せ先】総務課　☎０２９ー２４０ー７１２５（直通）

報を、国から人工
ステムです。
問合せ先】総務課

お知らせ 源泉徴収義務者に対する
年末調整説明会

　平成29年分年末調整説明会を下記のとおり開催します。
▶開催日時と対象地域

※茨城町の事業所は11月14日午後が指定となります。都
合により指定された日時に出席できない場合は、他の日
時に出席できます。

※11月15日及び16日の午後は、年末調整関係の説明終了
後、改正消費税に関する説明会を予定しています。

▶場　所　茨城県総合福祉会館
　　　　　コミュニティホール（水戸市千波町１９１８）
【問合せ先】水戸税務署 法人課税第２部門
　　　　　 ☎０２９-２３１-４２９３（直通）

　　　コミュニ
合せ先】水戸税務
　　　 ☎０２９

お知らせ
平成29・30年度
入札参加資格追加受付

 平成29・30年度茨城町物品調達等入札参加資格の追加
受付については、次のとおり実施し、平成30年４月１日
から適用します。詳しくは、町ホームページをご覧いただ
くか、財政課へお問い合わせください。
▶申請区分　物品役務のみ　　
※建設工事、建設コンサルタントについては茨城県共同
受付センターで追加受付を行います。

▶受付期間　平成30年1月4日（木）～1月11日（木）
　　　　　　※土・日、祝日を除く
【問合せ先】財政課　契約財産管理グループ
　　　　　 ☎０２９－２４０－７１２３（直通）

町内の小・中学校に図書を寄贈
　茨城県動物愛護推進員で、町内在住の
篠原かおりさんと栗原久枝さんから、町
内の小・中学校に、図書「警察犬になっ
たアンズ　命を救われたトイプードルの
物語」が計６冊寄贈されました。
　同書は、殺処分寸前だったトイプードルのアンズ
が、県内初の小型警察犬になるまでの物語。
　この寄贈には、命を大切にすること、何事も頑張
ればできるということなどを児童生徒が考えるきっ
かけになればという思いが込められています。
【問合せ先】学校教育課
　　　　　 ☎０２９ー２４０ー７１２１（直通）

【放送内容】
●上りチャイム音
●「これは、Jアラートのテストです。」×3回
●「こちらは、ぼうさいいばらきです。」
●下りチャイム音

　地震・津波や武力
練（試験放送）を行い
ム（Jアラ ト）（※）

お知らせ
防災行政無線などを用いた
情報伝達訓練（試験放送）を
実施します

ます

（※
情報情報
シス
【問

お

【問合せ先】学校教育課
　　　　 ☎０２９ー２４０ー７１２１（直通）

【
●
●
●
●

平
開

茨
合
時
1
後
場

お

 平
受付
から
くか
▶申
※

▶受
　　
【問
　　

平
▶開

※茨
合
時

※1
後

▶場
　　
【問
　　

お

大洗町
大洗あんこう祭
　あんこうの吊るし切り、あんこう汁の販売
（収益の一部はチャリティとなります）、本格
あんこう鍋販売（数量限定）など冬の味覚「あ
んこう」を存分に堪能できるイベントです。

▶日　時　11月19日（日）
　　　　　※雨天決行、荒天中止
　　　　　午前９時～午後３時
▶場　所　大洗マリンタワー前芝生広場
　　　　 （大洗町港中央10）、
　　　　　商店街歩行者天国エリア
【問合せ先】大洗町商工観光課
　　　　　　☎０２９ー２６７ー５１１１

笠間市
第110回笠間の菊まつり
 笠間稲荷神社をメイン会場に、艶やかな菊の
花、約1万鉢が境内をはじめ、市内各所に咲き
誇る日本最古の菊まつりです。

▶期　日　10月21日（土）～11月26日（日）
▶場　所　笠間稲荷神社周辺（笠間市笠間１番地）
【問合せ先】笠間の菊まつり連絡協議会
　　　　  （笠間市商工観光課内）
　　　　　 ☎０２９６ー７７ー１１０１

Neighboring town

（イ）

（ロ）

（ハ）

（ニ）

水戸市のうち(イ)～(ニ）以外の郵便番号の地域

笠間市、大洗町、城里町
対象地域

11月15日（水）

小美玉市、茨城町及び水戸市のうち
郵便番号が「310-0000～0019」の地域

水戸市のうち郵便番号が
「310-0852」～「310-0914」の地域

水戸市のうち郵便番号が
「310-0816」～「310-0851」の地域

水戸市のうち郵便番号が
「310-0020」～「310-0815」の地域

11月16日（木）
10:00～12:00

13:30～15:30 　

11月14日（火）
10:00～12:00

10:00～12:00

13:30～15:30

14:00～16:00

開催日 開催時間
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情報
11月の納税

○固定資産税　　　　　　３期
○国民健康保険税　　　　７期
○後期高齢者医療保険料　５期

・納期限までに銀行、コンビニ又は役場窓口で納税しま
　しょう。

納期限は11月30日（木）
しょう。

納期限は

募　集 毎日コツコツ！
骨粗しょう症予防教室

あなた一人で悩んでいませんか

　ご自身の健康状態を考えたとき、“骨”の状態まで考え
たことはありますか？『骨粗しょう症』とは骨の量が減
り、スカスカになる状態のことを指し、圧倒的に女性に多
くみられる病気です。日頃からの食生活や運動に気を配
ることによって、骨の減るスピードを遅らせることができ
ます。これからも健康で美しくあるために、骨粗しょう症
予防のための食事と運動を体験してみませんか。
▶日　時　12月14日（木）
　　　　　午前９時30分～正午終了予定
　　　　　（受付：９時15分～）
▶場　所　茨城町総合福祉センター「ゆうゆう館」内
　　　　　保健センター２階　栄養指導室
▶対　象　町内在住の女性
▶定　員　20人
　　　　　※定員になり次第、締め切らせていただきます。
▶参加費　無料
▶持参品　エプロン、三角巾、米１合、手拭き用のタオル
▶申込方法　11月30日（木）までに、電話や窓口にて、 
　　　　　　健康増進課までお申込みください。
▶申込期間　11月６日（月）～11月30日（木）
【問合せ先】　健康増進課
　　　　　　 ☎０２９ー２４０ー７１３４（直通）

▶申込期間　11月６
【問合せ先】　健康増
　　　　　　 ☎０２

募　集 ひとり親家庭応援
「パソコンパワーポイント講習会」

　資料の作成やプレゼンに欠かせないパワーポイント。
実際にプレゼンシートを作成しながら学んでいきます。
▶日　時　12月２日（土）、９日（土）の全２日間　　
　　　　　午前９時30分～午後４時30分
▶場　所　クリエートＰＣ教室
　　　　 （水戸市北見町８－１２）※無料駐車場有り
▶対　象　ひとり親家庭の父母及び寡婦で、２日間
　　　　　必ず出席できるパソコン初級以上の方
▶定　員　15人程度　※定員になり次第、締め切らせて
　　　　　いただきます。
　　　　　※託児付き　要予約、２歳以上
▶自己負担額　1,000円（テキスト代等）
▶募集期間　11月24日（金）まで
【申込み・問合せ先】
茨城県母子家庭等就業・自立支援センター
☎０２９－２３３－２３５５　
E-mail shienboshi@ibaboren.or.jp

お知らせ 平成29年度
多重債務者のための無料法律相談会

　借金の返済でお困りの方を対象に無料法律相談会を開
催します。弁護士、司法書士、消費生活相談員が相談に
応じます。（秘密厳守）
▶日　時　11月11日（土）、12日（日）
　　　　　午後１時～４時３０分
▶会　場　茨城県水戸合同庁舎（水戸市柵町１－３－１）
▶料　金　無料
▶申込方法　事前に県生活文化課（問合せ先）へ電話に
　てお申込ください。※申込受付は、10月30日（月） 
　から開始します。※開催日前日まで受け付け、定員に
　なり次第締め切ります。
【問合せ先】茨城県生活文化課
　　　　　 ☎０２９－３０１－２８２９

あああああああななななななななたたたたたた

え
減
多
配
き
症

【【【【【【【問合問合問合問合問合問合問 せ先せ先せ先せ先せ先せ先せせ 】茨】茨】茨】茨】茨】茨城県城県城県城県城県城県城県生生生生生生生生
　　 　　 　　　 ☎０☎０☎０☎０☎０☎０☎ ２９２９２９２９２９２９２

お知らせ

　人には皆人権があります。それぞれが個人として人権
が尊重されなければなりません。しかし、残念ながら女
性に対する人権侵害が依然として発生しており、大きな
社会問題となっています。水戸地方法務局及び茨城県人
権擁護委員連合会は、従来から様々な活動を通じて女性
の人権問題に取り組んできました。
　女性に対するセクハラ、夫・パートナーからの暴力や
ストーカーなどの人権侵害について、電話で相談を受け
付けています。秘密は厳守します。
◆全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
▶期　間　11月13日（月）～19日（日）
▶時　間　午前８時30分～午後７時
　　　　　※土・日は午前10時から午後５時まで
▶電話番号　☎０５７０－０７０－８１０
　　　　　 （全国共通ナビダイヤル）
▶相談員　人権擁護委員・法務局職員
【問合せ先】水戸地方法務局人権擁護課
　　　　　 ☎０２９－２２７－９９１９

一人で悩まず気軽に相談
行政書士無料相談会

会」 【【【【【【【問合問合問合問合問合問合せ先せ先せ先せ先せ先せ先せ先】水】水】水】水】水】水】 戸地戸地戸地戸地戸地戸地戸地方方方方方方
　 　 　 ☎０☎０☎０☎０☎０☎０☎☎ ２９２９２９２９２９２９

一一一一一一人人人人人人人でででででで
行行行行行行行行政政政政政政政書書書書書書お知らせ

　「円満な相続がしたい」「会社を立ち上げたい」「必
要な許認可はなにか」「農地転用したい」暮らしのなか
でお困りのことはありませんか。行政書士が、親切・丁
寧に皆さまのお悩みをお聞きします。
　相談は無料・秘密厳守です。事前申し込みは不要です
ので、お気軽にご利用ください。
▶日　時　11月20日（月）　午後１時～４時
▶場　所　茨城町総合福祉センター
　　　　 「ゆうゆう館」２階　会議室３
▶相談員　茨城県行政書士会　水戸支部会員
【問合せ先】水戸支部事務局　木村
　　　　　 ☎０２９－２５１－３１０１
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救急医療の維持には町民の皆さんの
協力が必要です！

　救急医療体制では、休日や夜間などに比較的軽症の救急患者を診察するため、休
日夜間緊急診療所の設置や休日や夜間に診療する医療機関をあらかじめ決める在宅
当番医が初期救急に対応し、手術や入院が必要な重症患者には二次救急病院が、特
に症状の重い患者には三次救急病院が対応する役割となっています。
　緊急性が低いにもかかわらず休日夜間緊急診療所を受診したり、比較的軽症にも
かかわらず二次・三次救急病院を利用すると、早急に治療が必要な重症患者への適
切な対応が遅れたり、担当する医師の負担が大きくなったりしています。
　本当に医療を必要としている方に、必要な医療を提供するためには、一人一人の
適正な受診が求められています。

救急医療 Q&A
　一般の医療機関の診療時間外の休日や夜間などに比較
的軽症の救急患者を診察するため、休日夜間診療所を設
置しているんだよ。

休日夜間診療所の目的
は何ですか？

通常の診療と違うんで
すか？

コンビニ受診が増えてい
ると聞くけど、コンビニ
受診って何ですか？

コンビニ受診が増える
と、どうなるんですか？

大変なことになってし
まうんですね。私たち
はどうしたらいいんで
すか？

　緊急性が低いにもかかわらず、「日中は用事がある」「平
日は診察が混むから」など、自分の都合で休日夜間緊急
診療所を受診することだよ。

　通常の診療とは異なり、応急的なものに限られ、継続
的な治療も行っていないので、出される薬も原則１日分
で、かかりつけ医などで再検査や治療が必要となる場合
もあるので、ご注意を！

　休日や夜間に診療所が開いているといっても、緊急性
が低いにもかかわらず、簡単に利用する人が多いと、本
当に治療を必要としている方への適切な対応ができなく
なってしまうんだ。
　それに、診療所を担当するお医者さんは、日中の診療
と救急医療の両方を行っていて、たくさんの人を診るこ
とになるとお医者さんが疲弊してしまうことになり、医
療スタッフの減少を引き起こし、地域医療の崩壊を招く
可能性があるんだよ。

　かかりつけ医を持ち、できるだけ通常の時間内に受診
するようにしてね。また、「救急受診ガイドブック」等を
活用して、休日夜間の受診が本当に必要かよく考えてか
ら、受診してね。
　「コンビニ受診を控える」ということは決して「無理し
て我慢する」ということではなく、本当に必要な人が必
要な時に医療を受けられるように、症状に応じて救急病
院、休日夜間診療所またはかかりつけ医等を使い分け、『軽
症の人は、より重症な人に診療の機会を譲りましょう』
ということだよ。
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急な病気やけがをしたときはどうするの？？？
自力で病院へ
行くことがで
きる場合

重症または緊
急で自力で病
院へ行けない
場合

救急車（☎119）を
呼んでください

かかりつけ医に受診してください

下記の休日夜間緊急診療所、または在宅当番医
実施市町村の当番医で受診してください。

　看護師などの専門家がすぐに医療機関
にかかるべきかをアドバイスします。

　症状に合わせた対処法のほか、家庭内
で起こりやすい事故を防ぐためのポイン
トなどを掲載しています。

すべての電話から☎254－9900
【休日】（日曜日、祝日、12/29 ～ 1/3）
　時間／９：00～ 17：00
【夜間】（毎日）
　時間／ 18：30～翌日０：30

プッシュ回線の固定電話、
携帯電話

生後 1か月～６歳児対象

通常の診療時間内の
場合は…

休日夜間緊急診療所などの受付時間内の場合は

●大人・子ども
救急医療情報コントロールセンター
（☎241－4199）
診察可能な病院を 24時間対応で紹介していま
す。紹介を受けたら、その病院に受診できる
かどうか電話で確認してください。　
※歯科の案内は行っていません。

●子どものみ
県立こども病院（☎254－1151）
電話受付時間／ 22：00～翌日２：00
診療時間／ 23：00～翌日３：00
※ 対応できない場合もありますので、必ず
事前に電話で相談してください。

休日夜間緊急診療所の受付時間外の場合は…

子どもの症状で
判断に迷ったときは

茨城子ども救急電話相談

ウェブサイト「こどもの救急」

♯8000 

http://kodomo-qq.jp/

※この記事は、茨城町を含めた茨城県央地域の 9市町村で同時に掲載しています。
［問合せ先］健康増進課　☎029－240－7134（直通）

茨城県央地域内の休日夜間緊急診療所

在宅当番医実施市町村（診察当日の当番医は広報紙やホームページで確認してください）

市町村名 診療日 診療時間

診　療　所　名 開　　設　　日 受　付　時　間

笠間市
那珂市

小美玉市（外科） 
東海村

祝日、年末年始
日曜日、祝日、年末年始
日曜日、祝日
日曜日、祝日、年末年始

9：00 ～ 17：00
9：00 ～ 11：30
9：00 ～ 15：30
9：30 ～ 12:00、13:00 ～ 14:00

小
児
科

内　

科

外　

科

歯　

科
水戸市休日夜間緊急診療所
水戸市笠原町 993-3
☎ 029-243-8825
☎ 029-243-8840( 歯科専用 )

休日（日曜日、祝日、12/30 ～ 1/3）

休日（日曜日）
※12/31 ～ 1/3 を除く。
夜間（月～金曜日、祝日）
※12/31 ～ 1/3 を除く。

夜間（毎日）

休日（日曜日、祝日、12/31 ～ 1/3）

夜間（土、日曜日、祝日、12/31 ～ 1/3）

休日（日曜日、祝日、12/30 ～ 1/3）

夜間（土・日曜日、祝日、12/30 ～ 1/3）

笠間市立病院
笠間市中央 1-2-24
☎ 0296-77-0034

ひたちなか市休日夜間緊急診療所
ひたちなか市石川町 20-32
☎ 029-274-3240

石岡市医師会病院
（石岡市緊急診療所）
石岡市大砂 10528-25
☎ 0299-23-3515

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●　9：00 ～ 11：45
13：00 ～ 15：15

19：30 ～ 22：15

　9：00 ～ 17：00

19：00 ～ 21：00

19：00 ～ 21：30

18：00 ～ 21：30

　9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 15：30

　9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 15：30
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ワルツを
踊ろう

（中山 七里 著）

タコめし
（つきおか ようた 著）

心中旅行
（花村 萬月 著）

いくさの底
（古処 誠一 著）

銀河鉄道の父
（門井 慶喜 著）

草笛物語
（葉室 麟 著）

どんぐりないよ
（間部 香代 著）

ふしぎな
のりものずかん
（斉藤 洋 著）

茨城町立図書館
☎ 029－240－7131

ホームページ
http : //www.lib.t-ibaraki.jp/

　山が好きで、会社勤めを
しながら暇さえあれば山に
登っていた淳子は、女性だ
けの登山隊でヒマラヤを目
指す。山男である夫の正之
に励まされ、8848メートル
の頂きに立った淳子。女性
として世界で初めてエベレ
スト登頂に成功した感動の
小説です。

淳子のてっぺん
（唯川　恵 著）

　夜行バスで温泉へと向か
う大学生のカップル。しか
し突然バスが崖から転落。
事故から20年以上が経ち、
生き残った男はすずめバス
を訪れバスの貸し切りを申
し込む。バスガイドの町田
藍が、幽霊と話せる能力を
使い怪事件を解決していく
シリーズです。

死神と道連れ
（赤川　次郎 著）

新刊1 新刊2

新刊続々

おすすめの新着本

◆新刊・新着本のご案内

2017 年 11月の休館日
図書館カレンダー

 休 休

  休   休

  休

 休 休

 日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3 4

 5 6 7 8 9 10 11

 12 13 14 15 16 17 18

 19 20 21 22 23 24 25

 26 27 28 29 30

みみんなの
図書館

みんなの
図書館

まちかどおはなし会を開催

　９月24日（日）イオンタウン水戸南センターコートにおいて、
まちかどおはなし会を開催しました。
　話し手は、茨城町おはなしの会「しらゆきひめ」の皆さん。
絵本やカーテンシアターを楽しむ親子連れの姿が見られました。

おはなし会（毎月第２、４土曜日）
　11月11日（土）午後  ２時から
　11月25日（土）午前 11時から

絵本となかよし
　（毎月第２、４木曜日）
　11月 ９日（木）午前10時30分から 
　11月23日（木）午前10時30分から
どちらも図書館「おとぎのくに」で開催します。
皆さまのご来館をお待ちしています。

イベント情報

11月５日は「いばらきまつり」のため「臨時休館」となります。
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ボランティアと遊ぼう
10日(金)
時　間：午前10時30分～11時30分
場　所：まんまるーむ(遊戯室)
　一緒に手遊びをしたり、おしゃべりをしたりして
地域の方々と交流をしましょう。

砂場開放
13日(月)、20日(月)
時　間：午前10時30分～11時30分
場　所：ゆうゆう館 中庭 砂場
　砂遊びの道具は用意してあります。お気軽にお越
しください。

ゆうゆう館
まんまるーむ (遊戯室 )を開放
 日曜祝日、年末年始を除き午前９時から午後５時ま
で未就学児とその保護者はどなたでも利用できます。

　茨城町子育て支援センターは、子育て中の親子に
寄り添い、親子がふれあう子どもとの絆づくりを大
切にした活動を行っています。

定期子育て相談
毎月第２水曜日　８日（水）
時　間：午前９時30分～11時30分
　　　　(都合の良い時間にどうぞ)
場　所：保健センター　健診室　
　子育てに関する相談をお受けします。内容により
保健センター(保健師、管理栄養士)と連携して対応
します。身体計測も実施しています。
※子育て相談は、随時受け付けています。

【問合せ先】こども課　子育て支援センター　☎ 029－291－0980（直通）
　　　　　　　　　　　茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内

11月の予定

遊戯室 )を開放
茨 育て支援センターは、子育て中

親子がふれあう子どもとの絆づ

ボランティアによるピアノ演奏
７日(火)、17日(金)
時　間：午前11時～11時15分
場　所：まんまるーむ(遊戯室)
　お子さんの好きな曲や保護者が癒される曲の演奏が
あります。リクエストを受け付ける場合があります。

読み聞かせ
毎月第１・３水曜日　１日（水）、15日（水）
時　間：午前11時～11時15分
場　所：まんまるーむ(遊戯室)
　子育てボランティアが絵本や紙芝居の読み聞かせ
に来てくれます。親子でゆったりとお話の世界を楽
しみましょう。

1日(水)
7日(火)
8日(水)
10日(金)
13日(月)
15日(水)
16日(木)
17日(金)
20日(月)
30日(木)

読み聞かせ
ボランティアによるピアノ演奏
定期子育て相談
ボランティアと遊ぼう
砂場開放
読み聞かせ
お楽しみシアター
ボランティアによるピアノ演奏
砂場開放
みんなでピョン

寄り添い、親子がふ
切にした活動を行っ

要予約
町内の未就学児とその保護者対象
子育てセミナー
　『みんなでピョン』

～親子で体を使った遊びを楽しみましょう～

日　時：30日(木)午前10時30分～11時30分
募　集：10組
場　所：保健センター　健診室
内　容：ふれあい遊び ミニアスレチック ほか
持ち物：タオル、着替え、水分補給用の飲み物
申込み：11月９日（木）～

・電話または支援センター
　窓口でお受けします。
・動きやすい服装で参加
　してください。

《前回の様子》

９月１日より
新しい遊具になりました！
遊びにきてね

みんなの
図書館
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［材料］２人分 〈作り方〉
油あげ  　２枚（１４０ｇ）
ピーマン  　１個（４０ｇ）
たまねぎ  　６ｇ
ハム  　１枚（１０ｇ）
＜ピザソース＞
Ａ　ケチャップ 　大さじ１（１８ｇ）
　　焼き肉のたれ 　大さじ２（３４ｇ）
　　酢しょうが 　小さじ２
　　ピザ用チーズ 　適量

① ピーマンは薄い輪切り、たまねぎは薄切りにする。ハムは、半分に切り１㎝幅の短冊
 　切りにする。
② 油あげは油抜きし、水気を切る。ピザ用ソースとなる調味料Ａを混ぜ合わせ、Ａと酢
　 しょうがを塗る。
③ ②に①とピザ用チーズをのせ、オーブントースターでチーズがとろけるまで約５分焼
 　く。

Presented by 町
食生活改善推進員

健康
レシピ
健康

　寒くなり、体調を崩しやすい季節になりましたね。疲労やストレスなど免疫力が低下している状態の
ときにウイルスが体内に入ると、体外にウイルスを追い出すことができずに風邪などにかかりやすく
なります。手洗い・うがいはもちろん、食生活にも気を配り、免疫力を高めましょう！

「
免
疫
力
アッ
プ
！
」

栄養成分（１人分）
エネルギー　365Kcal
塩分　　　　1.1g

【問合せ先】健康増進課　☎029－240－7134（直通）

“基本の”酢しょうがをアレンジしたレシピです。
バランスのよい食事には、良質なタンパク質の摂取も必要とな
ります。小麦粉を使用したピザ生地ではなく油抜きした油あげ
でタンパク質を摂取しましょう。ピザソースは、手作りでおい
しさアップ！具はお好みでねぎや小松菜、ほうれん草をトッピ
ングして、たくさんビタミンを摂りましょう。

［材料］ 〈作り方〉
しょうが  　２００ｇ
純米酢※  　２００㏄
オリゴ糖  　大さじ１～２

※分量はそのまま、純米酢を黒酢
　に変更してもおいしく召し上が
　れます。

① しょうがは皮つきのまま刻む。またはすりおろす。
② 保存容器に①と酢・オリゴ糖を加え、全体をよくかき混ぜて、冷蔵庫で半日から１日
 　漬け込む。

根しょうがは、９月から１１月頃に旬を迎え、加熱前であると、
ジンゲロールという免疫力を高める作用をもつ成分があります。
酢しょうがにすることで、日頃から気軽に摂取できます。スー
プやドレッシングに加えるだけで、たくさんの料理にアレンジ
して使うことができます。
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1　班

2　班

3　班

4　班
5　班

思い出いっぱいフロンティアアドベンチャー思い出いっぱいフロンティアアドベンチャー思い出いっぱいフロンティアアドベンチャー思い出いっぱいフロンティアアドベンチャー思い出いっぱいフロンティアアドベンチャー

　

葵
小
学
校　

六
年

　
　
　
　
　
　
　
一
班　

高
清
水 

葵

　

私
が
キ
ャ
ン
プ
で
思
い
出
に
残
っ
た
こ

と
は
、
田
舎
暮
ら
し
体
験
で
す
。
田
舎
暮

ら
し
で
は
漁
体
験
で
し
か
け
を
つ
け
ま

し
た
。
そ
し
た
ら
、
う
な
ぎ
が
た
く
さ
ん

か
か
っ
て
い
た
の
で
、
す
ご
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
民
泊
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
民
泊
で
は
、
そ
の
家
の
方
々
が
、

と
て
も
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
た
の
で

ま
た
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ご
飯

も
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
班
の
人
と
ど
ん
ど
ん
仲
良
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
最
初
の
こ
ろ
は
み
ん
な
ガ
チ
ガ
チ
で

ふ
つ
う
に
話
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
け
ど
、
三
日
目
、
四
日
目
ご
ろ
か
ら

じ
ょ
じ
ょ
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
班
長
と
し
て
参
加
し
て
、
ふ

ざ
け
て
ば
か
り
で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
、
き

ち
ん
と
注
意
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

五
日
目
の
里
山
体
験
で
は
、
班
長
と
し
て

気
を
つ
け
る
こ
と
も
で
き
た
し
、
班
の
人

と
楽
し
く
話
す
こ
と
も
で
き
て
、
最
高
に

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

に
参
加
す
る
の
は
今
年
で
二
回
目
で
し

た
。
班
長
と
し
て
参
加
し
た
の
で
責
任
が

あ
り
、
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け
ど
班
の
人
と

仲
良
く
す
る
こ
と
も
で
き
た
し
、
と
て
も

い
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。
六
日
間
、
親
の
も
と
を
は

な
れ
て
、
つ
ら
か
っ
た
け
ど
、
班
の
人
と

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。

　

長
岡
小
学
校　

六
年

　
　
　
　
　
　
　

二
班　

立
原 

勇
輝

　

ぼ
く
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
学
ん
だ
こ
と
は
、四
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
「
仲
間
と
と
も
に
協
力
し

て
生
活
す
る
こ
と
」
で
す
。
そ
の
理
由

は
、
い
ま
ま
で
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
生
活

す
る
と
い
う
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

こ
の
研
修
を
通
し
て
仲
間
と
と
も
に
協

力
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
「
感
謝
」
で
す
。
こ
の
研

修
に
送
り
出
し
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝

を
し
て
研
修
に
の
ぞ
め
ま
し
た
。
ま
た
、

い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
る
班
付
き
さ
ん
の

み
な
さ
ん
に
も
感
謝
し
て
行
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、「
す
す
ん
で
行
動
す
る
」と

い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
ぼ
く
は
す
す
ん

で
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
苦
手
で
し

た
。
今
回
、
し
ら
な
い
人
ば
か
り
で
不
安

で
し
た
が
、日
に
ち
を
重
ね
て
、班
の
人
と

交
流
し
て
い
く
う
ち
に
慣
れ
て
い
っ
て
す

す
ん
で
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
つ
目
は
、
火
お
こ
し
で
す
。
今
ま
で

炊
飯
器
で
ご
飯
を
炊
い
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
火
お
こ
し
を
体
験
し
て
ご
飯
の

い
い
た
き
ぐ
あ
い
な
ど
が
わ
か
り
ま
し

た
。
家
で
も
機
会
が
あ
れ
ば
や
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
普
段
の
生
活
で

は
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
関

わ
っ
て
い
た
す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
、
こ

の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

大
戸
小
学
校　

五
年

　
　
　
　
　
　
　

三
班　

笹
本 

和
心
美

　

私
が
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

に
参
加
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま

す
。

　
一
つ
目
は
、
自
分
勝
手
な
こ
と
を
す
る

と
チ
ー
ム
の
行
動
が
お
く
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
四
年
生
の
と
き
は
、
上
級
生

が
け
っ
こ
う
や
っ
て
く
れ
た
の
で
私
は
、

遊
ん
で
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
け
ど
、
今

年
は
自
分
か
ら
す
す
ん
で
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ

た
方
が
い
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

　

昨
年
は
、
話
し
か
け
て
く
れ
た
子
、
同

じ
班
の
子
、
初
め
か
ら
友
達
の
子
と
ば
か

り
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
ち
が
う

班
の
子
と
話
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
新
し

い
友
達
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す

　

来
年
、
私
は
六
年
生
に
な
り
ま
す
。
来

年
も
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
、
今
年
よ
り

も
っ
と
が
ん
ば
り
、
友
達
を
多
く
つ
く
っ

て
積
極
的
に
行
動
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　 

　

青
葉
小
学
校　

六
年

　
　
　
　
　
　
　

四
班　

小
松
﨑 

正
人

　

ぼ
く
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
と
お
ど
ろ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
三
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
好
き
嫌
い
で
す
。
キ
ャ
ン

プ
の
前
は
、
レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
が
嫌
い

で
し
た
け
ど
、
が
ま
ん
し
て
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
し
じ
み
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
上

手
に
作
れ
た
こ
と
で
す
。
昨
年
ま
で
は
、

早
く
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
、
雑
に
作
っ

て
し
ま
っ
た
け
ど
、
今
年
は
、
班
の
人
に

教
え
な
が
ら
作
っ
た
の
で
、
昨
年
と
は
比

べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
上
手
に
で
き
ま
し

た
。

　

三
つ
目
は
、
班
の
人
と
協
力
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
す
。
昨
年
は
、
い
つ
も
片
付

け
が
遅
く
て
、
他
の
班
に
迷
惑
を
か
け
て

お
ふ
ろ
に
入
る
の
が
毎
回
最
後
で
し
た
。

し
か
し
、
今
年
は
最
後
に
お
風
呂
に
入
る

こ
と
が
な
く
、
食
事
も
片
付
け
も
早
く
て

他
の
班
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

お
ど
ろ
い
た
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
、

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ
さ
ん
が
来
た
こ
と
で

す
。
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
や
青
葉
小
学
校
と

葵
小
学
校
の
校
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た
時

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
特
に
、
青
葉
小

学
校
の
校
歌
「
青
葉
の
下
で
」
を
一
緒
に

歌
っ
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
レ

ク
で
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
勝
っ
た
と
き
は
す

ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
ク
イ
ズ
で

す
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
が
で
た
と
き
に
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

が
問
題
に
強
く
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
高
校
生
会
の
親
せ
き
が
レ
ス
リ
ン
グ

の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
、
ヒ
ン
ト

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ハ

イ
キ
ン
グ
の
結
果
発
表
で
、
四
班
が
一
位

だ
っ
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　

今
年
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
楽
し
く
活
動
が

で
き
て
班
の
ま
と
ま
り
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
で
す
。

　

長
岡
小
学
校　

六
年

　
　
　
　
　
　
　

五
班　

渡
辺 

大
介

　

ぼ
く
は
、
事
前
研
修
の
時
に
班
長
に

す
い
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。
本
研
修
で
は
班

長
と
し
て
み
ん
な
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
ま

と
め
ら
れ
た
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
良

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と

は
、
民
泊
で
す
。
色
ん
な
方
と
た
く
さ
ん

話
し
た
り
、
関
わ
っ
た
り
し
た
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
し
、
色
ん
な
経
験
が
で
き
た
か

ら
で
す
。

　

二
番
目
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
里
山

体
験
で
す
。
竹
細
工
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
色
ん
な
竹
を
切
っ

た
り
、
大
き
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
掘
れ
た
り

し
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　

三
番
目
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
涸
沼

ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
た
く
さ

ん
歩
い
て
色
ん
な
問
題
を
、
み
ん
な
と
協

力
し
て
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、

来
年
も
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

7 月 29日 ( 土 ) から 8月 3日（木）に開催された
フロンティアアドベンチャーの参加者から、思い出をつづった作文が届きました。

［問合せ先］生涯学習課　☎ 029－240－7122（直通）
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◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し
い環境の町をつくりましょう。

１　からだをきたえ、教養を高め
て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。
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沼前幼稚園ちびっ子アート

里山に育む生きものたち
№63　マヒワ
（スズメ目アトリ科）
学名　　　　　　　　　

写真・文　　山口 萬壽美

▼
秋
は
渡
り
の
季
節

　

秋
は
モ
ズ
の
高
鳴
き
を

聞
い
た
り
、
換
羽
中
の
カ

モ
た
ち
が
湖
沼
に
や
っ
て

来
て
、
羽
を
休
め
て
い
る

の
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
夏
鳥
か
ら
冬
鳥
へ
、

鳥
た
ち
が
入
れ
替
わ
る
時

期
で
す
。
庭
へ
や
っ
て
来

る
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
や
ウ
ソ

な
ど
も
見
ら
れ
、
近
く
の

公
園
に
も
、
キ
ビ
タ
キ
や

マ
ヒ
ワ
、
ツ
グ
ミ
な
ど
も

飛
来
し
ま
す
。

▼
地
鳴
き
に
魅
力

　

マ
ヒ
ワ
は
冬
鳥
と
し
て

群
れ
を
な
し
て
、
全
国
に
飛

来
し
ま
す
。
大
き
さ
は
、
13

セ
ン
チ
で
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
よ

り
小
さ
い
で
す
。
地
鳴
き
は

「
チ
ェ
ー
ン
」
「
ジ
ュ
ン
ー

ン
」
と
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
よ
り
も

澄
ん
だ
声
で
、
さ
え
ず
り
は

「
チ
ュ
ル
チ
ュ
ル
チ
ィ
チ
ィ

チ
ュ
ー
ン
」
な
ど
と
複
雑
な

の
が
特
徴
で
す
。

▼
主
な
特
徴

　

雄
の
頭
上
と
ア
ゴ
は
黒

く
、
顔
や
後
頭
、
背
は
黄

色
で
す
。
尾
は
短
い
凹
尾

で
黒
く
、
外
側
黒
羽
基
部

に
黄
色
の
斑
が
あ
り
ま

す
。
雌
は
上
部
が
褐
色

で
、
黒
い
縦
斑
が
見
ら
れ

ま
す
。

▼
分
布

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
な
ど

世
界
的
に
分
布
が
広
い
で

す
。
日
本
で
は
、
本
州
中
部

以
北
で
少
数
が
繁
殖
す
る

ほ
か
、
冬
鳥
と
し
て
渡
来
し

て
、
全
国
の
平
地
か
ら
山
地

の
林
、
草
原
、
河
原
な
ど
で

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

▼
生
息
場
所

　

春
に
な
る
と
、
マ
ヒ
ワ

は
山
地
か
ら
低
地
の
落
葉

樹
に
飛
来
し
、
コ
ナ
ラ
や

ハ
ン
ノ
キ
、
サ
ル
ス
ベ
リ

な
ど
の
実
の
周
り
に
群

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ス

ギ
の
実
（
種
）
も
好
ん
で

食
べ
ま
す
。
小
学
生
の

頃
、
竹
（
メ
ダ
ケ
）
鉄
砲

の
玉
と
し
て
使
っ
た
弾

は
、
こ
の
ス
ギ
の
実
で
し

た
。
こ
の
鳥
の
魅
力
は
、

な
ん
と
言
っ
て
も
黄
色
の

コ
ー
ト
が
よ
く
似
合
う
と

い
う
こ
と
で
す
。

Carduelis spinus

「みんなでおどったドラえもんダンス」　たんぽぽ組




